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  健
康
診
断
の

健
康
診
断
の
            

受
診
資
格

               受
診
資
格
 

　
「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

被
保
険
者
」
に
限
り
ま
す
。

　
但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
希
望
す
る
場

合
は
、
実
費
負
担
（
一
万
円
）

で
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

　
及
び
組
合
員
外
は
受
診
で
き

　
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
（
市
町
村
・
協
会
け
ん

ぽ
等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
中
建
国
保
未
加
入
の

組
合
員
や
組
合
員
外
の
方

は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
加

入
を
お
薦
め
し
ま
す
。

　
今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受

診
率
六
十
％
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
前
年
度
は
、
五
十
％
を

超
え
る
受
診
率
で
し
た
。

　
目
標
が
達
成
で
き
な
い
場

合
、
国
か
ら
の
補
助
金
が
減
額

さ
れ
、
来
年
度
以
降
の
保
険
料

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
年
に
一
度
は
必
ず

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
組
合
の
健
康
診
断

組
合
の
健
康
診
断
　
　

メ
リ
ッ

　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
トト

①
特
定
健
診
に
必
要
な
基
本
項

　
目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診
（
二

　
日
法
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
法
に

　
よ
る
必
須
項
目
も
含
ま
れ
た

　
健
診
項
目
を
実
費
負
担
な
し

　
で
受
診
で
き
ま
す
。

②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

被
保
険

者
で
あ

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

①
契
約
健
診

①
契
約
健
診
機機
関関

待
ち
時
間
な

待
ち
時
間
な
しし

要
予
要
予
約約

③③
  ①
②
以

①
②
以
外外
でで

　
  受
診
す
る
場

受
診
す
る
場
合合

　
私
た
ち
建
設
職
人
は
体
が
資
本
で
す
。
健
康
管
理
の
第
一
歩
は
、
定
期
的
な
健
康
診
断
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
ご
自
分
の
大
切
な
お
体
で
す
。
ど
う
か
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
、
年

に
一
度
は
必
ず
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
れ
ば
受
診
で
き
ま
す
。

健
診
項

健
診
項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

　
自
覚
症
状
・

既
往
歴
・

生
活
習
慣

■
理
学
的
検
査

　
視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

　
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

　
中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ

　
Ｔ
・
γ
|
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
Ｈ
b
Ａ
１
C

■
尿
検
査
　
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

　
・
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
・
視
力
・
聴
力
・
心
電
図

　
・
血
液
検
査
（
R
B
C
・
H
 b
・
H
t
）

【
が
ん
検
診
】

　
大
腸
が
ん
検
診
（
二
日
法
）

適
用
除
外
の

　
適
用
除
外
の
　
　
　
　

従
業
員
に
つ
い

　
　
従
業
員
に
つ
い
てて

　
適
用
除
外
事
業
所
※
1
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て

中
建
国
保
の
「
個
人
に
対
す
る

健
康
診
査
補
助
事
業
」
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
建
国
保
は
、
特
定
健
診
の

結
果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し
て

上
限
一
万
円
を
支
払
い
ま
す
。

※
１
　
適
用
除
外
事
業
所
法
人

　
の
事
業
所
、
ま
た
は
五
人
以

　
上
の
従
業
員
が
い
る
個
人
事

　
業
所
で
健
保
適
用
除
外
手
続

　
き
を
し
て
い
る
事
業
所

健
診
方

健
診
方
法法

　
上
記
①
契
約
健
診
機
関
一
覧

表
よ
り
、
健
診
機
関
を
選
択
し
、

ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員

　
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ

　
い
。

　
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口
へ

　
「
健
康
保
険
証
」
を
呈
示
し
て

　
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
待

　
ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

　
に
受
診
で
き
ま
す
。

　
上
記
②
集
団
健
康
診
断
日
程

表
よ
り
、
所
属
支
部
に
関
わ
ら

ず
、
ど
こ
の
健
診
会
場
で
も
受

診
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

※
会
場
に
よ
っ
て
は
、
た
い
へ

　
ん
混
雑
す
る
た
め
、
お
待
ち

　
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

②②
集
団
健
康
診

集
団
健
康
診
断断

予
約
不

予
約
不
要要

集
団
健
診
七
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

健
康
診
断
を
受
け
よ
う

年に１度は健診を

全建愛知第41回定期大会告示
　次のとおり、全建愛知第41回定
期大会を開催します。

日程　平成25年６月16日（日）
会場　名古屋国際会議場
　　　名古屋市熱田区熱田西町１-１
議題　第40期経過報告、決算報告
　　　第41期運動方針案、予算案
　　　功労者表彰、役員改選他
代議員　大会議事運営規程により、
　　　各支部へ通達

因 姻鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

因
姻

鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯

　新加入説明会の開催日時が変わりま
した。
　毎月、第３日曜日を基本に開催して
きました新加入説明会が、６月から第
３水曜日を基本として午後６時～午後
８時に開催することになりました。
　未加入者の方が、お仕事帰りにお寄
りいただけるようになりました。
　組合員の皆さんの周りに未加入の方
がいましたら、ぜひ、お伝えいただき
ドンドンご利用ください。

■開催場所　全建愛知本部事務所
■開催日　基本、毎月第３水曜日
■時間帯　午後６時～８時
■備　考　今まで通り事前予約制
　　　　　℡0120 - 154 - 931

新加入説明会開催日時変更

①　契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号所在地契約健診機関名

月～金曜日8:50～17:00

　  土曜日8:50～正　午
052-821-0090

名古屋市南区千竈通7-16-1名古屋セントラルクリニック
名古屋市中村区那古野1-47-1
国際センタービル10F国際セントラルクリニック

名古屋市中村区名駅3-26-13
KDX名古屋駅前ビル12Fテルミナセントラルクリニック

愛知郡東郷町大字春木字白土1-1884和合セントラルクリニック
月曜日～金曜日
9:00～16:30052-741-9211名古屋市千種区今池1-8-4オリエンタル労働衛生協会

月～金曜日9:00～17:00
土曜日（第一土曜以外）9:00～13:000533-59-7171蒲郡市海陽町2-2オリエンタル蒲郡健診センター
火曜日～土曜日
9:00～17:000566-75-7515安城市相生町14-14三河安城クリニック

月～金曜日9:00～11:30
担当　中村052-486-6875名古屋市中村区道下町2-26ライフ健康クリニック

月～金曜日8:30～17:00
　   土曜日8:30～11:300561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター
月～金曜日8:30～17:00
 　  土曜日8:30～11:000120-489-545岡崎市針崎町字春咲1-3岡崎市医師会はるさき健診センター
月～金曜日9:00～17:00
       土曜日9:00～11:000564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院健診センター
月曜日～金曜日
9:00～17:00

0567-28-5151
（内線3111）津島市橘町3-73津島市民病院健康管理センター

月～金曜日9:00～17:30
       土曜日9:00～12:300569-27-7887半田市神田町1-1半田市医師会健康管理センター
月～金曜日10:00～17:00
      土曜日10:00～14:000565-57-3366豊田市駒新町金山1-12中野胃腸病院 健診センターなかの
月～金曜日8:30～17:30
       土曜日8:30～12:300532-61-3000豊橋市吾妻町137光生会病院 総合健診センター

火曜日～土曜日
8:30～16:00052-737-6500名古屋市中区栄2-1-1

日土地名古屋ビル３Ｆ
エルズメディケア名古屋

（女性専用）
月曜日～土曜日
8:30～17:000586-63-3200一宮市小信中島字郷中104泰玄会西病院

月～金曜日8:00～18:00
       土曜日8:00～17:000562-93-8222豊明市沓掛町石畑180-1中京サテライトクリニック
月～金曜日11:00～17:00
      土曜日11:00～14:00052-611-8680名古屋市南区白水町8だいどうクリニック

※エルズメディケア名古屋は、女性専用の健康診断施設になります。ご注意ください。
※受診希望日の2週間前までに、「契約健診施設」へ直接電話予約をしてください。

※契約健診機関で受診され、アスベスト読影をご希望される方は、レントゲンフィルムを組合までご提出ください。
※オリエンタル蒲郡健診センターは、2013年4月1日より所在地及び連絡先が変更となりました。ご注意ください。

会場所在地会場名受付時間曜日月

名古屋市港区全建愛知会館

9:30～11:30日7

7

名古屋市南区名古屋セントラルクリニック

豊橋市豊橋市総合体育館

名古屋市守山区大森会館
9:30～11:30日21

一宮市一宮市尾西市民会館

春日井市春日井市総合福祉センター9:30～11:30日28

津島市津島商工会議所

9:30～11:30日４

８

あま市あま市美和文化会館

西尾市西尾勤労会館

名古屋市天白区天白区役所
9:30～11:30日11

江南市江南市民体育会館

名古屋市北区愛知県スポーツ会館

9:30～11:30日25 名古屋市名東区名東区役所

岡崎市岡崎商工会議所

名古屋市緑区鳴海商工会館9:30～11:30日１
９

尾張旭市スカイワードあさひ9:30～11:30日８

日進市日進市民会館　9:30～11:30日13
10

小牧市小牧市北里市民センター9:30～11:30日20

②　集団健康診断日程表

※集団健康診断を受診される方は、必ず会場へ「健康保険証」をご持
　参ください。また、事前予約の必要はございません。
※受診者の方々が多く、会場がたいへん混雑する場合があります。
　所属支部に関わらず、どこの健診会場でも受診していただけます。
※今月号以降のキャロット、組合ＨＰをご確認の上、ご利用ください。

　
①
契
約
健
診
機
関
②
集
団
健

康
診
断
以
外
で
、
受
診
を
希
望

す
る
場
合
、
中
建
国
保
の
規
定

の
条
件
（
受
診
者
資
格
・
健
診

項
目
）
を
満
た
し
て
い
な
い
と

補
助
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
必
ず
、
健
診
を
受

け
る
前
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

補
助
金

補
助
金
額額

　
基
本
健
診
項
目
・
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診
を
含
ん
だ

健
診
を
受
診
さ
れ
た
場
合
、
上

限
一
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

注
意
事

注
意
事
項項

・
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

な
り
ま
す
。
①
・
②
・
③
の

い
ず
れ
か
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

・
食
事
は
、
前
日
の
午
後
九
時

　
ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ

　
き
、
当
日
、
健
診
終
了
ま
で

　
水
以
外
の
摂
取
は
お
や
め
く

　
だ
さ
い
。
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ

　
ド
リ
ン
ク
・
清
涼
飲
料
水
・

　
ガ
ム
・
飴
な
ど
も
検
査
数
値

　
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
ご
注

　
意
く
だ
さ
い
。
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関
陥

貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫

関 陥貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫

　
中
建
国
保
で
は
、
震
災
・
風

水
害
・
落
雷
・
火
災
等
の
災
害

に
よ
り
、
組
合
員
の
自
宅
等
が

被
害
を
受
け
、
生
活
が
著
し
く

困
難
に
な
っ
た
時
、
三
ヵ
月
分

の
範
囲
内
で
健
康
保
険
料
を
減

免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
減
免
さ
れ
る
額
は
、
災
害
の

被
害
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
被
害
区
分
に
よ
る
減
免
額

の
取
り
扱
い
は
、
上
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
料
の
減
免
を
受
け

る
と
き
は
、

①
保
険
料
徴
収
減
免
申
請
書

②
減
免
の
理
由
を
証
明
す
る
書
類

　
（
地
方
自
治
体
か
ら
の
罹
災

　
証
明
書
・
新
聞
記
事
等
）
　
　

　
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
他
、
組
合
で
は
組
合
共

済
よ
り
住
宅
災
害
見
舞
金
の
支

給
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
合
　
健
康
保
険
・
共
済
課
の

　
　
　
中
西
ま
で
ご
連
絡
く
だ

　
　
　
さ
い
。

災
害
時
に
よ
る
保
険
料
減
免
制
度

も
し
も
の
時
も
、
ご
安
心
く
だ
さ
い

中建国保

減免額被害区分

保険料３ヵ月分
全焼または

全壊及び全部冠水

保険料２ヵ月分
半焼または半壊、

床上1ｍ以上の冠水

保険料１ヵ月分床上１ｍ未満の冠水

被害区分による減免額

　
中
建
国
保
に
ご
加
入
の
皆
さ

ん
が
お
使
い
の
健
康
保
険
証
の

有
効
期
限
は
、
三
月
末
日
で
す
。

　
有
効
期
限
が
切
れ
る
の
に
あ

わ
せ
て
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
が

所
属
す
る
各
支
部
に
て
、
保
険

証
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
保
険
証
交
換
会
に
行
け
ず
、

ま
だ
健
康
保
険
証
の
交
換
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
健
康
保
険
・

共
済
課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

き
、
交
換
方
法
を
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
「
修
学
中
の
方
（
修

学
者
被
保
険
者
証
）
」
と
「
遠

隔
地
の
方
（
遠
隔
地
被
保
険
者

証
）
」
の
健
康
保
険
証
は
、
本

部
事
務
所
で
の
取
り
扱
い
に
な

り
ま
す
の
で
、
別
途
該
当
者
へ

送
付
さ
れ
た
案
内
で
手
続
き
方

法
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

二
十
五
年
度
中
に
七
十
五
歳
に

　
　
  　
到
達
す
る
家
族
の
方

　
平
成
二
十
五
年
度
中
に
七
十

五
歳
に
到
達
す
る
家
族
の
方

は
、
誕
生
日
の
翌
日
で
中
建
国

保
の
資
格
喪
失
と
な
る
た
め
、

個
別
の
健
康
保
険
証
を
交
付
し

ま
す
。

　
（
保
険
証
の
有
効
期
限
が
組

合
員
や
他
の
家
族
と
異
な
る
た

め
）

二
十
五
年
度
中
に
組
合
員
が
　
 

   七
十
五
歳
に
到
達
す
る
世
帯

　
平
成
二
十
五
年
度
中
に
組
合

員
が
、
七
十
五
歳
に
到
達
す
る

場
合
、
健
康
保
険
証
の
有
効
期

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

　
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
中

で
、
個
人
事
業
所
か
ら
新
た
に

法
人
事
業
所
を
設
立
さ
れ
た
際

は
、
健
康
保
険
適
用
除
外
の
手

続
き
を
行
い
、
今
ま
で
加
入
さ

れ
て
い
た
国
民
年
金
か
ら
厚
生

年
金
に
切
り
替
え
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
期
間
は
法
人
設
立
日

か
ら
原
則
五
日
以
内
と
な
り
、

た
い
へ
ん
短
期
間
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

原
則
五
日
以
内
の
手
続
き
日
数

を
超
え
る
と
、
中
建
国
保
の
資

格
を
失
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
法
人
設
立
の
予
定
が
あ
る

中建国保からのお知らせ
健全な運営のため

　組合事務所では、５月９日

より10月31日まで、男子書

記局員を対象に「ノーネクタ

イ」を推進いたします。

　組合員の皆さん、組合事

務所等へご来局の際は、よ

ろしくお願いいたします。

ノーネクタイ推進
　今月の組合費等の自動引落日

は27日（木）です。26日（水）

までに、預金残高をご確認くだ

さい。　

　尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

　組合からの給付金や中建国

保からの償還金等を振り込む

ため、組合員の皆さんに東海労

働金庫の口座を作っていただ

いています。お手元に、東海労

働金庫の通帳をお持ちでない

方は、給付ができませんので組

合へご連絡ください。

労金口座お持ちですか
　工事代金の不払いや、土地

・家屋の紛争、生活上の悩み

など、困ったときには組合の

顧問弁護士をご紹介いたし

ます。初回相談料は、組合が

負担しています。お問合せは

組合までご連絡ください。

顧問弁護士を紹介します
　組合から、毎月キャロット

等の郵便物を送っています。

　しかし、お引越しや区画整

理等で住所が変更された場

合、組合からの郵便物が届か

ず、戻ってきています。

　住所変更の際は、速やかに

組合までご連絡ください。

住所変更の届出を
慌
て
る
な

急
ぐ
時
こ
そ

労
働
対
策
部

ま
ず
確
認

限
は
、
七
十
五
歳
の
誕
生
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
扶
養
家
族
は
、
資
格

喪
失
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
の

で
、
他
の
健
康
保
険
証
を
取
得

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
　
健
康
保
険
・
共
済
課
ま

　
　
　
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

方
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
な
お
、
法
人
事
業
所
で
従
業

員
を
新
た
に
雇
う
場
合
も
雇
用

日
か
ら
原
則
五
日
以
内
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
但
し
、
年
金
事
務
所
が
「
や

む
を
得
な
い
と
認
め
た
場
合
」

に
限
り
、
原
則
五
日
以
内
の
手

続
き
日
数
を
超
え
て
も
事
実
の

発
生
し
た
日
に
遡
及
し
て
承
認

し
て
差
し
支
え
な
い
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
、
理
由
書
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
「
や
む
を
得
な
い
と
認
め
た

場
合
」
と
は
、
天
災
地
変
、
交

通
・
通
信
関
係
の
事
故
や
ス
ト

等
に
よ
り
適
用
除
外
の
申
請
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
、

法
人
登
記
の
手
続
き
に
日
数
を

要
す
る
場
合
な
ど
。

　
中
建
国
保
の
健
全
な
運
営
の

た
め
、
職
種
の
変
更
・
組
織
変

更
（
個
人
か
ら
法
人
）・
転
業
・

廃
業
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
速

や
か
に
組
合
の
健
康
保
険
・
共

済
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＜必要なもの＞
就職先での保険証、死亡診断書、
転出した方の世帯全員・続柄記
載の住民票等、（印鑑）

＜必要なもの＞
破損した保険証、再交
付申請書等、（印鑑）

就職、死亡、転出など
で家族が減ったとき

保険証を紛失、破損
　　　　　したとき

＜必要なもの＞
在学証明、（印鑑）

＜必要なもの＞
世帯全員・続柄記載の住民票、
資格喪失証明等、（印鑑）

出生、結婚、転入など
で家族が増えたとき

子供が他県で修学して保険
証がもう1枚必要なとき

＜必要なもの＞
世帯全員・続柄記載の住民票、
戸籍抄本、（印鑑）

＜必要なもの＞
世帯全員・続柄記載の住民票、
施設入所証明等、（印鑑）

＜必要なもの＞
新住所での住民票、（印鑑）

住所が変わったとき

長期出張や施設入所等
で住所を離れて保険証
がもう１枚必要なとき

氏名が変わったとき

※状況に応じて提出していただく書類が異なります。まずは、組合へご連絡ください。
※全ての手続きにおいて、申請書類への記入・捺印・中建国保の保険証が必要です。

健康保険の健康保険の異異動手続動手続きき
中建国保の保険証が必中建国保の保険証が必要要

仕
事
中
（

通
勤
途
中
も
含
む
）

の

　
　
         ケ
ガ
や
病
気
の
場
合

　
仕
事
中
の
ケ
ガ
、
仕
事
が
原

因
で
お
き
た
病
気
、
仕
事
の
行

き
帰
り
の
事
故
は
、
労
災
保
険

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
）

で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
原
則

で
す
。

　
も
し
、
仕
事
中
に
ケ
ガ
な
ど

を
し
た
場
合
は
、
中
建
国
保
の

保
険
証
は
使
用
せ
ず
、
労
災
保

険
で
治
療
し
て
く
だ
さ
い
。

　
万
一
の
労
災
事
故
に
備
え
、

労
災
保
険
に
、
ま
だ
加
入
し
て

い
な
い
組
合
員
は
必
ず
加
入
し

て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
や
相
手
の
　
　
　
　
 

暴
力
行
為
に
よ
る
ケ
ガ
の
場
合

　
交
通
事
故
や
暴
力
行
為
を
受

け
た
場
合
は
、
た
だ
ち
に
組
合

ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
受

け
た
ケ
ガ
等
の
治
療
費
は
、
相

手
（
加
害
者
）
が
い
る
場
合
は

加
害
者
が
損
害
賠
償
の
負
担
を

す
べ
き
で
す
が
、
一
時
的
に
中

建
国
保
の
保
険
証
で
治
療
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
但
し
、
こ
の
場
合
、
中
建
国

保
は
あ
く
ま
で
も
加
害
者
に
代

わ
っ
て
治
療
費
を
一
時
立
て
替

え
る
だ
け
で
、
後
で
中
建
国
保

が
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
の
で

交
通
事
故
や
相
手
の
暴
力
行
為

に
よ
る
ケ
ガ
等
で
中
建
国
保
の

保
険
証
を
使
う
場
合
は
、
必
ず

組
合
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
本
人
（
被
害
者
）
か
ら
届

け
出
や
連
絡
が
な
い
と
き
に

は
、
国
民
健
康
保
険
法
の
保
険

給
付
制
限
規
定
に
よ
り
、
医
療

費
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い

て
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
届
け
出
に
必
要
な
も
の

　
・
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
（
被
害
届
）

　
・
傷
病
原
因
調
査
報
告
書

　
・
事
故
発
生
状
況
報
告
書

　
・
念
書

　
・
同
意
書

　
・
誓
約
書

　
・
交
通
事
故
証
明
書

問
合
　
健
康
保
険
・
共
済
課
ま

　
　
　
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

労
災
事
故
は
労
災
保
険
で

健
康
保
険
証
の
使
用
に
注
意

健
康
保
険
証
の
交
換
を

お
忘
れ
な
く
、
速
や
か
に
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今
年
も
、
大
好
評
の
「
ナ
ガ

シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
特
別
割
引

券
」
と
、
「
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ

グ
ナ
シ
ア
特
別
割
引
券
」
を
配

布
し
ま
す
。

　
こ
の
夏
は
、
お
得
な
特
別
割

引
券
を
使
っ
て
湯
あ
み
の
島

や
、
遊
園
地
・
プ
ー
ル
へ
出
か

け
る
の
も
よ
し
。

　
ま
た
、
海
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ

ア
」
で
遊
ぶ
も
よ
し
、
今
年
の

夏
も
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
。

★
ナ
ガ
シ
マ
の
ご
利
用
方
法

①
組
合
へ
お
電
話
ま
た
は
胃

　
で
、
必
要
枚
数
を
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
（
組
合
の
各
事
務
所

　
へ
、
直
接
取
り
に
来
て
い
た

　
だ
い
て
も
Ｏ
Ｋ
）
。

※
注
意

・
胃
申
込
み
の
場
合
、
必
ず
大

人
・
小
学
生
・
幼
児
が
何
枚

　
必
要
か
わ
か
る
よ
う
に
記
入

　
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
特

　
別
割
引
券
の
お
申
込
み
枚
数

　
は
、
最
大
で
組
合
員
と
そ
の

　
同
居
の
家
族
の
人
数
分
と
な

　
り
ま
す
。
ま
た
、
特
別
割
引

　
券
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

②
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
枚
数
を

　
組
合
よ
り
六
月
下
旬
か
ら
発

　
送
し
ま
す
。

③
特
別
割
引
券
と
利
用
料
金
を

　
入
園
券
売
り
場
窓
口
へ
お
出

　
し
く
だ
さ
い
。

★
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
の
ご
利
用
方
法

　
　
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ

　
ア
特
別
割
引
券
は
、
下
記
の

　
施
設
利
用
券
を
ご
利
用
く
だ

　
さ
い
。
コ
ピ
ー
不
可
。
同
居

　
の
家
族
が
五
名
以
上
で
不
足

　
の
際
は
、
組
合
へ
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

★
利
用
期
間
と
料
金

【
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
】

　
六
月
二
十
九
日
～
九
月
二
十

　
三
日
ま
で
。料
金
は
左
表
に
て
。

【
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア
】

　
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一

　
日
ま
で
有
効
。
各
チ
ケ
ッ
ト

　
が
五
％
割
引
に
な
り
ま
す
。

★
問
合
　
共
済
福
祉
部
の
三
好

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 　
全
建
愛
知
が
発
行
す
る
「
全

建
愛
知
組
合
員
手
帳
」
を
フ
ロ

ン
ト
に
呈
示
す
る
と
、
割
引
料

金
に
て
「
猿
投
温
泉
ホ
テ
ル
金

泉
閣
」
施
設
を
利
用
で
き
ま
す
。

　
割
引
金
額
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

①
金
泉
閣
…
一
泊
二
食
（
サ
ー

　
ビ
ス
料
込
・
税
別
）
、
昼
食
・

　
夕
食
（
サ
ー
ビ
ス
料
込
・
税

　
別
）
と
も
各
基
本
料
金
の
十

　
％
割
引
。

②
岩
風
呂
…
・
大
人
通
常
料
金

　
千
五
百
円
を
千
二
百
円
（
税

　
込
）・
小
人
通
常
料
金
一
千
円

　
を
七
百
円
（
税
込
）
。

　
入
泉
回
数
券
（
十
一
枚
綴
り
）

　
を
基
本
料
金
の
十
％
引
き
。

③
さ
な
げ
座
…
カ
ラ
オ
ケ
部
屋

　
基
本
料
金
の
五
百
円
引
き
と

　
す
る
。

※
猿
投
温
泉
ホ
テ
ル
金
泉
閣
が

　
指
定
す
る
特
別
企
画
に
つ
い

　
て
は
割
引
で
き
ま
せ
ん
。

※
金
泉
閣
を
利
用
す
る
際
は
、

　
必
ず
前
日
ま
で
に
予
約
す
る

　
も
の
と
し
、
予
約
申
込
の
受

　
付
等
に
つ
い
て
は
組
合
員
が

　
直
接
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

※
金
泉
閣
利
用
時
に
は
チ
ェ
ッ

　
ク
ア
ウ
ト
時
に
、
岩
風
呂
利

　
用
時
に
は
入
館
時
に
、
さ
な

　
げ
座
に
つ
い
て
は
退
館
時
に

　
定
め
ら
れ
た
割
引
料
金
に
よ

　
る
精
算
を
行
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
・
予
約
ご
連
絡
先
】

　
猿
投
温
泉
ホ
テ
ル
金
泉
閣

　
豊
田
市
加
納
町
馬
道
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
一

　
℡
0
5
6
5
―
4
5
―
6
1
1
1

　
営
業
時
間
／
十
時
～
二
十
四
時

　
　
　
　
　
　
　
　
年
中
無
休

　
（
日
・
祝
は
九
時
～
二
十
四
時
）

全
建
愛
知
組
合
員
手
帳

特別価格一般価格種目

1,000円1,600円スパーランド入場券

大　人

（中学生以上）

3,200円4,100円パスポート

2,400円3,200円ジャンボ海水プール入場券

4,600円5,500円ワイドパスポート

1,400円2,100円湯あみの島入館券

500円1,000円スパーランド入場券

小学生

2,400円3,300円パスポート

1,700円2,400円ジャンボ海水プール入場券

3,400円4,200円ワイドパスポート

　800円1,300円湯あみの島入館券

100円500円スパーランド入場券

幼　児

（２歳以上）

1,300円2,000円パスポート

900円1,400円ジャンボ海水プール入場券

1,900円2,500円ワイドパスポート

300円700円湯あみの島入館券

ナガシマスパーランド・湯あみの島ご利用金額表

※スパーランド・パスポート・ジャンボ海水プール・ワイドパスポート入場券にて入園
　後、　「湯あみの島」利用の場合は、別途料金が必要。
※上記料金は、全て消費税込みです。利用券は団体でのご利用はできません。
※スパーランド入場券は、遊園地の入場のみ。（ジャンボ海水プール・湯あみの島入館不可）
※パスポートは、遊園地の入場及び乗り物乗り放題。（ジャンボ海水プール・湯あみの島入館不可）
※ジャンボ海水プール入場券は、ジャンボ海水プール・遊園地の入場可。（湯あみの島入館不可）
※ワイドパスポートは、ジャンボ海水プール・遊園地の入場及び乗り物乗り放題。（湯あみの島入館不可）
※湯あみの島入館券は、遊園地入場可。（ジャンボ海水プール入場不可）
※ジャンボ海水プール内に、サンシェードの持ち込みはできません。
※名古屋アンパンマンこどもミュージアム＆パークは入場料金が別途必要。

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
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お
得
な
特
別
割
引
券
配
布
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中

ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア

共済福祉部

ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
・

猿
投
温
泉
ご
優
待
の
ご
案
内

皆
さ
ん
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

濠 轟豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪切 り 取 り 線

蓋
街

崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖

蓋 街崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

ニッポンレンタカーニッポンレンタカーののワンデイクーポンがおワンデイクーポンがお得得
お得に車を借りて出掛けよお得に車を借りて出掛けようう

全 建 総全 建 総 連連

　全建総連では、ニッポンレンタカーと契約しお得な前売クーポン券「ワ
ンデイクーポン」をご購入いただけます。全国の営業所（伊豆大島・礼文

島・利尻島を除く）でご利用いただけます。レジャーに引越しにお近くの

営業所でご利用ください。

☆特　　　典　一般料金より20％から最大55％割引でご利用いただけます。
☆特別割引例　下表参照
☆ご利用方法　（クーポン券のご注文は利用日の５日前までにお願いいたします）
　◎インターネットなら車の予約からクーポンのご注文まで出来ます
　　https://www.nipponrentacar.co.jp/odc/　（ID：1856パスワード：3877）
　◎電話・胃注文
　①レンタカーのご予約をご利用営業所または下記予約センターにて行います。
　　ワンデイクーポン専用予約センター　℡0800―300―0919
　②ワンデイクーポン券の注文書を下記係にて取寄せ、必要事項記入後胃します。
　　胃03―3468―7146
　③クーポン券を受取後、ご利用当日営業所にお越しください。
☆お支払い方法　代金引換または、クレジットカード払い
☆お問い合わせ窓口　ニッポンレンタカーワンデイクーポン係
　　　　　　　℡03―3468―7131（平日のみ９時から17時（平日のみ９時から17時））

※ワゴンクラスは、ハイシーズン期間中別途2,100円／１日のハイシーズン料金がかかります。

※ハイシーズン期間／北海道：７／１～８／３１北海道以外：4/26～5/6、7/12～8/25、12/27～1/5

※上記クラス・車種以外にも取扱いがございます。詳しくはホームページにてご確認ください。

※クーポン券１枚で24時間利用可能です。オールシーズン利用可能です。

ワンデイクーポン一般料金車種（例）クラス

6,300円7,875円フィットS―S

乗用車

7,140円9,450円カローラS―A

7,560円9,975円アクアE―A

8,085円11,550円プリウスE―B

8,505円12,600円レガシィB４S―B

9,450円12,600円ストリームW―H
ミニバン

13,230円19,950円オデッセイW―S

13,230円19,950円ステップワゴン／8人乗りW―A

ワゴン 15,645円23,100円ハイエース／10人乗りW―B

16,065円26,250円エルグランド／8人乗りW―C

車種と料金表 標準コース1日（24時間）／消費税込
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今
年
度
も
青
年
部
主
催
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま

す
。
　
今
回
は
、
長
野
県
へ
行
き
ま

す
。
夏
休
み
の
思
い
出
作
り
に
、

ご
家
族
揃
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
時
　
七
月
二
十
一
日
（
日
）

※
午
前
八
時
十
五
分
、
金
山
／

日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館
前

（
旧
名
古
屋
市
民
会
館
）
へ
集

　
  　
合
し
て
く
だ
さ
い
。

■
行
先
　
長
野
県
「
木
曽

路
リ
ゾ
ー
ト
」

■
内
容
　
そ
ば
打
ち
体

験
と
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー

■
参
加
費
 

   ・
大
人
（
中
学
生
以
上
）

…
二
千
円

   ・
 小
人
（
小
学
生
）

…
一
千
円

　
　
　
 ・
 未
就
学
児
 …
五
百
円

■
参
加
資
格

　
組
合
員
と
そ
の
同
居

　
　
　
　
の
家
族

■
定
員
　
八
十
名

　
（
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
）

■
備
考

　
・
バ
ス
車
内
で
は
ビ
ン
ゴ
大

　
　
会
を
行
い
ま
す
。

　
・
参
加
受
付
は
六
月
三
日
　

　
　
（
月
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　
・
電
話
に
て
参
加
申
込
後
、

　
　
参
加
費
を
お
振
込
み
く
だ

　
　
さ
い
。
入
金
確
認
後
、
案

　
　
内
文
を
送
付
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
　

　
青
年
部
担
当
の
中
西
・
鈴
木

　
・
西
川
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

　
　
い
。

昨
年
開
催
し
た
青
年
部
レ
ク
の
様
子

揮
机

寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄

思
い
出
作
り
に
福
井
へ
行
こ

思
い
出
作
り
に
福
井
へ
行
こ
うう

夏
休
み
を
楽
し
も

夏
休
み
を
楽
し
も
うう

思
い
出
作
り
に
長
野
へ
行
こ

思
い
出
作
り
に
長
野
へ
行
こ
うう

青年部

夏
休
み
を
楽
し
も

夏
休
み
を
楽
し
も
うう

　
五
月
十
一
日
（
土
）
午
前
十

時
か
ら
全
建
愛
知
会
館
で
主
婦

の
会
第
四
十
一
期
定
期
総
会
に

二
十
支
部
か
ら
五
十
名
の
本
部

及
び
支
部
幹
事
、
来
賓
と
し
て

山
田
執
行
委
員
長
・
中
村
書
記

次
長
・
所
管
と
し
て
近
藤
組
織

部
長
、
書
記
局
二
名
、
総
勢
五

十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
は
全
建
愛
知
主
婦
の

会
が
結
成
し
て
三
十
年
を
迎

え
、
結
成
三
十
周
年
記
念
総
会

挨
拶
を
す
る
大
野
会
長

と
し
て
開
催
し
、
記
念
講
演
や

祝
賀
会
も
行
い
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
司
会
の
片
山
幹

事
と
議
長
の
福
島
幹
事
に
よ
り

議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

　
鬼
頭
副
会
長
の
開
会
挨
拶
に

始
ま
り
、
大
野
会
長
か
ら
は
昭

和
五
十
八
年
に
主
婦
の
会
が
結

成
さ
れ
平
成
二
十
五
年
ま
で
三

十
年
の
あ
ゆ
み
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
第
三
十
九
期
と
第
四
十
期
の

決
算
で
は
、
安
藤
会
計
か
ら
報

告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
運
動
方

針
案
・
予
算
案
の
提
案
が
あ
り

質
疑
応
答
な
く
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
　
最
後
の
議
題
と
し
て
役
員
改

選
案
が
提
案
さ
れ
、
大
野
文
子

会
長
が
再
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、

鬼
頭
美
由
紀
副
会
長
（
再
任
）・

横
山
令
子
副
会
長
（
新
任
）

・
中
西
千
恵
子
会
計
（
新
任
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
演
壇
に
上
が
っ
た
大
野
会
長

は
力
強
く
「
主
婦
の
会
ら
し
く

華
や
か
に
第
四
十
一
期
も
全
力

で
励
ん
で
い
き
ま
す
」
と
、
就

任
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
横
山
副
会
長
の
閉
会
挨
拶
が

あ
り
、
無
事
記
念
総
会
は
幕
を

閉
め
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
W
i
l
l
S
t

a
f
f
長
谷
川
聡
子
氏
よ
り

「
コ
コ
ロ
の
元
気
が
明
日
を
創

る
」
と
題
し
、
記
念
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
内
は
、
多
く
の
参
加
者

の
笑
い
声
が
響
き
渡
る
ほ
ど
、

明
日
へ
の
気
持
ち
の
持
ち
方
や

プ
ラ
ス
思
考
の
考
え
方
を
心
理

楽しい講演をする長谷川聡子講師

ゴ
ハ
ン
も
美
味
し
か
っ
た
よ

テ
ス
ト
を
し
な
が
ら
お
も
し
ろ

楽
し
い
講
演
で
し
た
。

　
祝
賀
会
で
は
、
美
味
し
い
お

弁
当
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
皆

さ
ん
の
楽
し
い
会
話
も
弾
ん
で

い
ま
し
た
。

活
渇

潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟

　
ン
ト
で
宿
泊
証
明
を
も
ら
っ

　
て
く
だ
さ
い
。

③
「
申
請
書
」
を
組
合
へ
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
は
申
請
月
の
翌
月
末

　
に
労
金
口
座
に
振
込
ま
す
。

※
複
数
の
世
帯
で
一
緒
に
利
用

　
さ
れ
る
場
合
、
申
請
書
は
一

　
世
帯
ご
と
に
必
要
で
す
。

※
宿
泊
証
明
が
受
け
ら
れ
な
か

　
っ
た
と
き
は
、
領
収
証
を
添

　
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
　
健
康
保
険
・
共
済
課
ま

　
　
　
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟

　
補
助
の
対
象
者
は
、
保
養
施

設
に
宿
泊
し
た
日
に
お
い
て
、

中
建
国
保
の
被
保
険
者
資
格
が

あ
れ
ば
補
助
を
受
け
ら
れ
ま

す
。（
但
し
、
宿
泊
料
金
が
無
料

の
場
合
は
補
助
の
対
象
者
か
ら

除
き
ま
す
）

　
補
助
金
は
、
一
人
当
た
り
三

千
円
。
年
度
内
一
回
補
助
が
受

お
得
な
保
養
施
設

　
中
建
国
保
で
は
、
被
保
険

者
の
健
康
を
願
い
、
保
健
事

業
と
し
て
保
養
施
設
の
利
用

に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
余
暇
を
利
用
し
て
、
心
身

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

け
ら
れ
ま
す
。（
平
成
二
十
五
年

四
月
一
日
～
平
成
二
十
六
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
宿
泊
に
適

用
）

ご
利
用
方
法
は
…

①
施
設
を
利
用
す
る
場
合
は
、
 

　
ご
希
望
の
施
設
に
直
接
お
申

　
込
み
く
だ
さ
い
。

※
保
養
施
設
は
、「
中
建
国
保
の

　
便
利
帳
／
平
成
二
十
五
年
度

　
版
」
に
一
覧
掲
載
。

②
便
利
帳
の
「
保
養
施
設
利
用
 

　
者
補
助
金
申
請
書
」
に
フ
ロ

保
養
施
設
の
利
用
で
補
助
金
支
給

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
余
暇
を

中建国保

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
と
は

　
地
域
材
を
活
用
し
た
「
木
造

住
宅
の
新
築
・
増
築
又
は
購
入
」

「
住
宅
の
床
、
内
壁
・
外
壁
の

木
質
化
工
事
」
「
木
材
製
品
・
木

質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
購

入
」
の
際
に
、
施
主
が
木
材
利

用
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
れ
、
地

域
の
農
林
水
産
品
や
全
国
商
品

券
等
と
交
換
で
き
る
制
度
で

す
。
　
「
木
造
住
宅
の
新
築
・
増
築
及

び
購
入
」
は
三
十
万
ポ
イ
ン
ト

（
三
十
万
円
分
）
、「
住
宅
の
床
、

内
壁
・
外
壁
の
木
質
化
工
事
」

は
最
大
三
十
万
ポ
イ
ン
ト
が
受

け
取
れ
、
地
域
の
農
林
水
産
品

や
全
国
商
品
券
と
の
交
換
や
別

の
木
材
を
使
っ
た
工
事
の
代
金

に
ポ
イ
ン
ト
を
充
て
る
即
時
交

換
も
利
用
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
務
局

・
午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
含
む
）

・
０
５
７
０
―
６
６
６
―
７
９
９

　
　
　
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
（
有
料
）

・
P
H
S
、

I
P
電
話
か
ら
は
、

　
こ
ち
ら

　
０
３
―
６
７
０
１
―
３
２
７
０

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
い

　
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

仕事確保に役立てよう
木材利用ポイントを

h
ttp
://m

o
k
u
z
a
i-p
o
in
ts.

           jp
/

来
期
も
「
頑
張
る
」
と
誓
っ
た

主
婦
の
会
結
成
三
十
周
年
記
念
総
会

主婦の会
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四
月
七
日
（
日
）
支
部
レ
ク

と
総
会
を
か
ね
バ
ス
二
台
で
福

井
の
カ
ニ
料
理
の
旅
へ
出
発
し

ま
し
た
。

　
く
も
り
空
少
し
寒
く
雨
も
心

小
牧
支
部
／
支
部
総
会
＆
レ
ク
（

カ
ニ
料
理
の
旅
）

無
言
で
ひ
た
す
ら
口
と
手
を
動
か
す

配
し
な
が
ら
福
井
に
近
づ
く

と
、
や
っ
ぱ
り
雨
に
な
り
ま
し

た
。
　
越
前
め
が
ね
の
里
へ
よ
り
、

店
の
人
に
メ
ガ
ネ
の
話
し
を
聞

き
少
し
見
学
を
し
て
、
そ
こ
を

出
て
前
回
も
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
平
成
さ
ん
に
到
着
し
ま

し
た
。

　
席
に
着
く
と
料
理
が
い
っ
ぱ

い
並
び
そ
の
中
、
支
部
長
の
挨

拶
で
総
会
が
始
ま
り
皆
さ
ん
、

料
理
を
片
目
で
見
て
終
わ
る
の

を
待
ち
、
皆
で
乾
杯
を
し
て
、

カ
ニ
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　
無
言
で
、
ひ
た
す
ら
手
と
口

を
動
か
し
、
ア
ワ
ビ
、
タ
イ
の

活
き
造
り
。

　
サ
ザ
エ
、
ア
マ
エ
ビ
そ
の
他

い
ろ
い
ろ
お
腹
い
っ
ぱ
い
大
満

足
。
今
回
は
、
子
供
さ
ん
が
楽

し
み
に
し
て
い
た
イ
チ
ゴ
狩
り

大
雨
の
中
、
皆
さ
ん
少
し
残
念

で
し
た
。

　
帰
り
は
、
お
土
産
屋
さ
ん
で

い
っ
ぱ
い
買
っ
て
小
牧
に
着
く

こ
ろ
に
は
雨
も
上
り
全
員
無
事

に
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
　
　
　
【
岡
西
榮
子
通
信
員
】

美
味
し
い
よ

無言でひたすらいただいています

　
四
月
十
日
（
水
）
少
し
肌

寒
さ
を
感
じ
る
日
で
し
た
。

　
桜
も
散
り
葉
桜
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
上
の
方
に
は

名
残
り
の
花
が
残
っ
て
い
ま

錦
鯉
が
元
気
に
泳
い
で
い
ま
し

た
。
　
岡
崎
城
へ
入
場
し
て
か
ら
、

各
階
の
資
料
展
示
品
を
拝
観
し

五
階
の
展
望
台
か
ら
は
、
四
方

よ
り
城
下
町
岡
崎
市
内
が
一
望

で
き
ま
し
た
。
顔
出
し
パ
ネ
ル

で
カ
メ
ラ
に
納
ま
っ
た
り
楽
し

い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　
い
よ
い
よ
昼
食
会
で
す
。

　
岡
崎
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
の
景
観
の
い
い
お
部
屋
で
、

ま
ず
梅
酒
で
乾
杯
し
、
次
々
に

運
ば
れ
る
料
理
に
大
満
足
で
し

た
。
　
こ
の
様
な
楽
し
い
行
事
に
沢

山
の
人
に
参
加
し
て
頂
い
て
輪

を
広
げ
て
行
こ
う
と
話
し
合
い

ま
し
た
。

　
緑
支
部
主
婦
の
会
の
皆
様
参

加
を
心
よ
り
待
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
【
杉
浦
由
紀
子
　
記
】

し
た
。

　
緑
支
部
主
婦
の
会
七
名
は
、

徳
川
家
康
公
の
生
誕
地
岡
崎
へ

歴
史
め
ぐ
り
味
め
ぐ
り
に
出
か

け
ま
し
た
。

　
乙
川
沿
い
を
散
策
し
な
が
ら

岡
崎
城
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　
赤
い
橋
（
神
橋
）
の
下
に
は

緑
支
部
主
婦
の
会
／
お
花
見
と
昼
食
会

葉
桜
で
し
た
が
、
楽
し
か
っ
た

パネルからハイチーズ

散
策
中
で
す

　
四
月
十
三
日
（
土
）

千
種
・
東
支
部
恒
例

の
合
同
春
レ
ク
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
親
子
で

ソ
バ
打
ち
体
験
・
ホ

テ
ル
木
曽
路
で
バ
イ

キ
ン
グ
昼
食
」
と
銘

打
っ
て
バ
ス
一
台
で

行
い
ま
し
た
。

ヨ
イ
シ
ョ
・
ヨ
イ
シ
ョ

親子で美味しい

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
気

持
ち
の
良
い
行
楽
日
和
で
し
た
。

　
早
朝
よ
り
見
送
り
に
衆
議
院

議
員
古
川
元
久
先
生
が
お
見
え

に
な
り
選
挙
の
お
礼
と
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
が
本
物
な
の
か
、
庶

民
の
懐
が
潤
う
の
か
と
今
の
政

治
経
済
状
況
を
聞
か
せ
て
頂

き
、
そ
の
後
一
路
目
的
地
へ
。

　
途
中
、
妻
籠
宿
へ
立
ち
寄
り

満
開
の
桜
を
見
な
が
ら
し
ば
し

散
策
。

　
そ
し
て
、
ホ
テ
ル
木
曽
路
で

お
楽
し
み
の
昼
食
、
和
・
洋
・

中
の
バ
イ
キ
ン
グ
を
お
腹
一

杯
。
腹
ご
な
し
に
ス
ベ
ス
ベ
し

和洋中のバイキング　最高

千種支部・東支部／合同レク
親子ソバ打ち体験 木曽路の旅

た
温
泉
で
の
ん
び
り
。
満
足

な
昼
食
タ
イ
ム
で
し
た
。

　
続
い
て
体
験
ソ
バ
打
ち
道

場
、
此
処
で
は
麺
棒
か
ら
伸

ば
す
体
験
で
し
た
が
、
親
子

で
一
緒
に
縦
、
横
と
伸
ば
し

て
包
丁
で
カ
ッ
ト
。

　
中
に
は
顔
に
手
粉
を
付
け

た
ま
ま
奮
闘
し
て
い
る
子
供

も
居
り
、
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
無
事
帰
名
し
ま
し
た
。

　
　
　
【
丹
羽
文
秀
通
信
員
】

ソバ出来上がり

　
四
月
二
十
一
日
（
日
）
春

日
井
支
部
は
、
伊
賀
モ
ク
モ

ク
フ
ァ
ー
ム
と
い
ち
ご
狩
り

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
出
発
時
は
、
天
候
の
心
配

も
あ
り
ま
し
た
が
目
的
地
に

到
着
す
る
と
、
今
ま
で
の
悪
天

候
が
嘘
の
よ
う
に
晴
れ
に
な

り
、
皆
さ
ん
楽
し
そ
う
に
参
加

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
モ
ク
モ
ク
フ
ァ
ー
ム
に
到
着

す
る
と
各
号
車
で
別
れ
て
体
験

教
室
に
な
り
、
私
は
ウ
ィ

ン
ナ
ー
作
り
体
験
に
参
加
し
ま

し
た
が
、
大
人
も
子
供
も
夢
中

に
な
っ
て
ウ
ィ
ン
ナ
ー
作
り
を

し
て
い
ま
し
た
。

　
食
事
ま
で
の
自
由
時
間
に
は

放
し
飼
い
に
し
て
い
る
ミ
ニ
ブ

タ
と
戯
れ
て
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
　
食
後
に
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や

ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
食
べ
る
ん
だ
と

い
う
女
性
陣
も
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
の
い
ち
ご
狩
り
で

は
、
子
供
さ
ん
は
赤
々
と
な
っ

た
い
ち
ご
に
目
を
輝
か
せ
な
が

ら
嬉
し
そ
う
に
い
ち
ご
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
住
宅
地
の
な
か
に
あ
る
農
場

と
い
う
こ
と
で
珍
し
い
農
場
で

し
た
が
い
ち
ご
も
甘
く
て
美
味

し
い
と
皆
食
べ
て
い
ま
し
た
。

春
日
井
支
部
／
伊
賀
モ
ク
モ
ク
フ
ァ
ー
ム
の
旅

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
の
い
ち
ご
狩
り

楽
し
い
い
ち
ご
狩
り

ウインナー作り頑張っています

　
帰
り
の
バ
ス
で
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
見
な
が
ら
の
帰
宅
に
な
り
ま

し
た
が
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
楽
し
い
日
帰
り
旅
行
で
し

た
。
　
　
　

　
　
　
　
　
【
中
西
　
馨
　
記
】

　
四

月

二

十

八

（
日
）
今
年
は
、

な
か
な
か
春
に
な

り
き
れ
な
い
天
候

の
中
、
幸
い
好
天

に
恵
ま
れ
バ
ス
二

台
総
勢
七
十
七
名

で
中
村
支
部
の
春

レ
ク
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
行
先
は
、
二
十

年
に
一
度
の
式
年

丁
へ
の
楽
し
み
に
心
は
ず
ま
せ

る
車
中
で
し
た
が
、
途
中
渋
滞

や
バ
ス
車
両
事
故
に
よ
り
時
間

に
大
幅
の
狂
い
が
出
た
の
は
想

定
外
で
し
た
。

　
遅
め
の
昼
食
後
、
無
事
参
拝

す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
お

伊
勢
さ
ん
の
ご
加
護
の
た
ま
も

の
だ
と
感
謝
し
た
一
日
で
し

た
。
　
　
　
　
　
【
柴
田
加
代
　
記
】

遷
宮
に
あ
た
る
伊
勢
神
宮
参
拝

で
す
。

　
身
近
に
感
じ
る
お
伊
勢
さ
ん

で
す
が
、
玉
砂
利
を
踏
み
し
め

神
殿
に
向
か
う
と
自
然
に
肩
の

力
が
抜
け
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
心
穏
や
か
な
気
持

ち
に
リ
セ
ッ
ト
で
き
る
所
で

す
。
　
正
に
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。
　
到
着
後
の
参
拝
や
お
か
げ
横

美味しい昼食をいただいています

大勢の参拝者

お伊勢さん

中村支部／伊勢神宮と
おかげ横丁の旅

正にパワースポット

　
二
・
三
日
前
ま
で
、
花

冷
え
の
日
で
し
た
が
、
四

月
十
四
日
（
日
）
は
、
行

楽
日
和
に
。

　
九
十
七
名
が
三
台
の
バ

ス
に
乗
り
込
み
出
発
。

　
ま
ず
は
可
睡
苑
の
牡
丹

を
観
賞
、
ま
だ
つ
ぼ
み
が

多
く
、
満
開
の
少
し
前
の

よ
う
で
し
た
が
、
大
き
な

花
が
見
事
で
し
た
。
　

　
昼
食
は
、
広
大

な
敷
地
の
ヤ
マ
ハ

つ
ま
恋
リ
ゾ
ー
ト

内
の
ホ
テ
ル
で
、

和
食
御
膳
を
い
た

だ
き
、
そ
の
後
皆

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に

時
間
を
過
ご
し
、
イ
チ
ゴ

狩
り
へ
。

　
真
っ
赤
に
熟
し
た
イ
チ

ゴ
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、

そ
の
勢
い
で
お
土
産
に
イ

チ
ゴ
を
い
っ
ぱ
い
買
っ

て
、
帰
り
は
渋
滞
に
い
っ

ぱ
い
は
ま
り
遅
れ
ま
し
た

が
、
楽
し
い
休
日
を
過
ご

せ
ま
し
た
。

　
　
【
板
東
康
子
通
信
員
】

イチゴ美味しいよ

可
睡
苑
を
散
策
中
で
す

天
白
支
部
／

美
味
し
い
イ
チ
ゴ

つ
ま
恋
と
イ
チ
ゴ
狩
り
の
旅

赤
く
て
熟
し
た

2013年（平成25年）６月1日
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技
術
対
策
部
で
は
、
組
合
員

の
技
術
・
技
能
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、
今
年
も
曲
尺
（
さ
し

が
ね
）
の
使
い
方
を
メ
イ
ン
に

技
能
検
定
二
級
程
度
の
技
能
を

習
得
で
き
る
、「
四
方
転
び
踏
み

台
」
の
製
作
技
能
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
四
方
転
び
踏
み
台
は
、
毎
年

行
わ
れ
る
全
建
総
連
主
催
の
青

年
技
能
競
技
大
会
の
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
受
講

し
、
あ
な
た
の
技
能
を
磨
き
ま

昨
年
の
大
会
の
様
子
（
廣
石
さ
ん
）

せ
ん
か
。

■
講
習
日
程
（
全
十
日
間
）

　
①
七
月
　
　
三
日
（
水
）

　
②
七
月
　
　
八
日
（
月
）

　
③
七
月
　
　
十
日
（
水
）

　
④
七
月
　
十
二
日
（
金
）

　
⑤
七
月
　
十
七
日
（
水
）

　
⑥
七
月
二
十
四
日
（
水
）

　
⑦
七
月
三
十
一
日
（
水
）

　
⑧
八
月
　
　
四
日
（
日
）

　
⑨
八
月
　
　
七
日
（
水
）

　
⑩
八
月
　
十
一
日
（
日
）

　
※
平
日
は

　
　
午
後
六
時
三
十
分
～

　
　
午
後
八
時
三
十
分

　
※
休
日
は

　
　
午
前
九
時
三
十
分
～

　
　
午
後
四
時
三
十
分

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
会
費
　
無
料
（
食
事
付
）

■
〆
切
　
六
月
二
十
一
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
　

　
技
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

四
方
転
び
講
習

四
方
転
び
講
習
会会

あ
な
た
の
技
能
磨
き
ま
せ
ん

あ
な
た
の
技
能
磨
き
ま
せ
ん
かか

技術対策部

真
剣
な
様
子
で
作
業
す
る
藤
本
さ
ん

　
労
働
安
全
衛
生
法
・
関
係
法

令
に
基
づ
く
、
玉
掛
け
技
能
講

習
会
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
お
申
込
く

だ
さ
い
。

■
講
習
日
程

　
◎
学
科

　
　
七
月
　
二
十
日
（
土
）
～

　
　
　
　
二
十
一
日
（
日
）

　
◎
実
技

　
　
七
月
二
十
七
日
（
土
）

　
　
又
は
二
十
八
日
（
日
）
　

受
講
者
募
集

玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛
玉
掛
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技
能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能
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会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開

技
能
講
習
会
開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

■
受
講
資
格
　

　
・
十
八
歳
以
上

　
・
玉
掛
け
の
補
助
作
業
の
業
務
等

　
　
に
六
ヵ
月
以
上
就
い
た
経
験
者

　
・
つ
り
上
げ
荷
重
一
ｔ
未
満
の

　
　
ク
レ
ー
ン
の
玉
掛
け
業
務
に

　
　
六
ヵ
月
以
上
就
い
た
経
験
者

　
・
実
務
経
験
、
事
務
所
証
明
の
あ
る
方

■
会
費
　
三
万
五
千
円

■
科
目
　
知
識
・
力
学
・
玉
掛
け

　
　
　
　
の
方
法
・
法
令
・
試
験

■
備
考
　

　
学
科
の
時
間
と
会
場
は
、

　
午
前
九
時
～
午
後
五
時
十
分

　
愛
知
県
職
業
訓
練
会
館
二
階

　
名
古
屋
市
西
区
浅
間
2
―
３
―
１
４

　
愛
知
県
で
は
、
技
能
者
の
技

能
水
準
の
向
上
及
び
技
能
の
変

革
に
対
応
で
き
る
技
能
者
の
育

成
を
図
る
た
め
、
複
合
技
能
士

称
揚
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
称
揚
の
基
準
に
該
当
す
る
方

は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
称
揚
の
基
準

愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
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合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技
能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能

愛
知
県
複
合
技
能
士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士
称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称
揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚
称
揚

　
　
　
申
込
受
付

平成25年度

　
愛
知
県
内
に
在
住
も
し
く
は

　
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
で
、

①
異
な
る
二
職
種
以
上
の
一
級

　
・
二
級
・
単
一
等
級
の
技
能

　
検
定
に
合
格
し
た
者
（
片
方

　
は
一
級
・
単
一
等
級
で
あ
る

　
こ
と
）

②
同
一
職
種
で
二
作
業
以
上
の

　
一
級
・
単
一
等
級
の
技
能
検

　
定
に
合
格
し
た
者

■
〆
切
　
六
月
二
十
日

■
申
請
・
問
合
に
つ
い
て

　
申
請
は
無
料
で
す
。
申
請
用

　
紙
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
の

　
で
、
技
術
対
策
部
ま
で
ご
連

　
絡
く
だ
さ
い
。
　

　
実
技
会
場
は
、

　
県
立
名
古
屋
高
等
技
術
専
門
校

■
〆
切
　
六
月
二
十
一
日

■
申
込
・
問
合
　
技
術
対
策
部

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元

老後の保障は全国建設技能者国民年金基金で

お問い合わせは、健康保険・共済課まで。

国民年金の上乗せ制度「全建総連の国民年金基金」に加入しよう
メリット１.　掛金が安く設定されています。税金面で実質さらに有利。

メリット3.　受取保証があり、掛け捨てにならない公的な年金で安心。

メリット2.　掛金の全額が社会保険料控除となり、税金も軽減できるお得な年金。
受け取る年金にも税金の優遇措置（公的年金等控除）

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
従
業
員
数
が
常
時

十
人
未
満
で
あ
る
場
合
に
は
、

納
期
に
つ
い
て
特
例
が
認
め
ら

れ
て
お
り
、
毎
月
納
付
せ
ず
に

半
年
ご
と
の
年
二
回
の
納
付
で

済
み
ま
す
。

　
こ
の
特
例
を
受
け
る
た
め
に

は
、「
源
泉
所
得
税
の
納
期
の
特

例
の
承
認
に
関
す
る
申
請
書
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
　
提
出
先
は
、
給
与
等
の
支
払

を
行
う
事
務
所
な
ど
の
所
在
地

を
所
轄
す
る
税
務
署
で
す
。

　
七
月
十
日
（
水
）
は
、
源
泉

徴
収
の
納
期
の
特
例
（
半
年
ご

と
に
納
付
）
を
受
け
て
い
る
方

の
納
付
期
限
で
す
。

　
お
忘
れ
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
　
組
合
で
は
、
例
題
を
も
と
に

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

　
源
泉
徴
収
が
初
め
て
の
方

（
初
め
て
従
業
員
を
雇
っ
た
、

青
色
申
告
に
変
更
し
家
族
従
業

員
に
専
従
者
給
与
を
払
い
始
め

た
方
な
ど
）
は
、
ぜ
ひ
、
源
泉

徴
収
・
年
末
調
整
講
習
会
へ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
　

※
建
築
関
係
・
工
事
関
係
等
で

　
よ
く
争
点
と
な
る
問
題
で
、

　
「
給
与
か
？
外
注
か
？
」
と
い

　
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
判
断
基
準
が
不
明
確
な
と
こ

ろ
が
あ
り
、
現
場
応
援
等
で
常

時
仕
事
を
し
て
い
る
場
合
、
従

業
員
と
し
て
判
断
さ
れ
、
源
泉

徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
源
泉
徴
収
講
習
会
】

■
日
時
　
七
月
四
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
正
午

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
持
物
　
筆
記
用
具
・
電
卓

■
備
考
　
事
前
予
約
を
お
願
い

　
　
　
　
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
　

　
　
　
　
税
金
対
策
部
ま
で
ご

　
　
　
　
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
従
業
員
を
抱
え
る
事
業
主
の

皆
さ
ん
は
、
源
泉
徴
収
を
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
源
泉
徴
収
と
は
、
事
業
主
が

従
業
員
に
払
う
毎
月
の
給
与
か

ら
、
所
定
の
税
額
表
に
従
っ
て

所
得
税
を
天
引
き
す
る
こ
と

で
、
原
則
と
し
て
徴
収
し
た
翌

月
の
十
日
ま
で
に
納
付
し
な
け

税
金
講
習
会
の
様
子

賢
い
納
税
者
に
な
ろ
う

源
泉
徴
収
・
年
末
調
整
講
習
会
開
催

税金対策部

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

烏
羽

隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠

　長期優良住宅の普及促進がなされ、良好な
ストック住宅への対応し、住宅性能を維持す
るためには、住宅がどのような状態になって
いるか総合的に調査する必要があります。
　リフォーム工事と併せて、建築事業者が簡
易な住宅診断をすることにより、今後の外壁
や基礎に不具合の兆候は見られないか、室内
に雨漏りの形跡はないかなどを目視で確認
し、また、耐震診断など含め、建物のコンデ
ィションを施主に報告することができます。
　それにより住宅の劣化状況、欠陥の有無、
改修すべき箇所やその時期、おおよその費用
などを見きわめることができ、今後、先のリ
フォーム工事にも繋げることができる対策と
して講習会を開催いたします。
　今回の講師として、ＡＲＵ田口設計工房 主
宰の「田口隆一氏」よりご講演いただきます。
　受講された方には、住宅診断インスペクッ
ション診断結果入力ツール「すまいの見守り
すと」（Excel）を配布します。
　ぜひ、ご受講ください。お待ちしています。

開催日時　6月27日（木）
　　　　13時30分～16時00分
会場　日本特殊陶業市民会館（旧・名古屋市民会館）
　　　　名古屋市中区金山1－5－1
　　　　℡052－331－2141
内容　住宅診断の概要と手法・調査の実施方
　　　法、林野庁・木材利用ポイントの概要
講師　ＡＲＵ田口設計工房 主宰　田口隆一氏
受講料　無料
定員　60名
申込　６月21日（金）までに、お申し込みく
　　　ださい。（定員になり次第〆切・満員
　　　のみご連絡します）
　　　※受講票は原則発行しません。
問合　全建愛知　℡052－659－0288
主催　愛知県建設団体協議会（建団協）

住宅診断（インスペクション）実務講習会
ご受講ください

愛知県建設団体協議会・住宅供給促進等事業

　
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外

に
、
各
支
部
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
て
い
る
支
部
が
あ

り
ま
す
。

　
趣
向
を
凝
ら
し
た
デ
ザ
イ
ン

で
支
部
の
情
報
が
満
載
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
ご
覧
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

・
北
支
部
／

・
豊
橋
支
部
／

・
南
支
部
／

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ご
覧
く
だ
さ
い
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2013年（平成25年）６月1日

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定

支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集

　
ア
サ
リ
は
、
砂
抜
き
を
さ
れ

た
も
の
を
選
ぶ
と
料
理
す
る
の

が
楽
で
す
。

【
材
料
】
　
四
人
分
。

　
ビ
ー
フ
ン
四
百
ｇ
、
ア
サ
リ

（
殻
つ
き
）
三
百
ｇ
～
四
百
ｇ
、

長
ネ
ギ
二
分
の
一
本
、
Ａ
（
顆

粒
中
華
ダ
シ
大
さ
じ
１
、
酒
大

さ
じ
３
）
、
ナ
ン
プ
ラ
ー
ま
た
は

し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
１
～
２
、
ご

ま
油
少
々
、
好
み
で
香
菜
適
量
。

【
作
り
方
】

①
ネ
ギ
は
粗
み
じ
ん
に
切
る
。

香
菜
は
小
口
切
り
に
す
る
。

②
ア
サ
リ
と
水
６
カ
ッ
プ
、
Ａ

を
加
え
て
火
に
か
け
る
。
ア

サ
リ
の
口
が
開
い
た
ら
ア
ク

を
こ
ま
め
に
取
り
除
き
な
が

ら
し
ば
ら
く
煮
る
。
ナ
ン
プ

ラ
ー
ま
た
は
し
ょ
う
ゆ
で
味

を
と
と
の
え
、
長
ネ
ギ
と
ご

ま
油
を
加
え
て
ひ
と
煮
た
ち

さ
せ
た
ら
火
を
止
め
る
。

③
た
っ
ぷ
り
の
湯
で
ビ
ー
フ
ン

を
茹
で
、
ザ
ル
で
水
気
を
切

っ
た
ら
、
各
自
の
器
に
盛
り

つ
け
る
。

④
③
に
②
を
そ
そ
ぎ
、
好
み
で

香
菜
を
そ
え
る
。

※
粗
び
き
黒
コ
シ
ョ
ウ
を
少
し
加
え

　
る
と
よ
り
美
味
し
く
な
り
ま
す
。

旭
瀬
戸
支
部
／
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

■
日
程
　
六
月
二
十
三
日
（
日
）

■
行
先
　
南
信
州

昭
和
支
部
／
大
阪
の
旅

■
日
程
　
六
月
二
十
三
日
（
日
）

■
行
先
　
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月

中
支
部
／
学
習
会
＆
科
学
館
＆
魚
太
郎
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

■
日
程
　
六
月
三
十
日
（
日
）

■
行
先
　
名
古
屋
市
科
学
館
・
南
知
多

港
支
部
／
さ
く
ら
ん
ぼ
と
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り

■
日
程
　
六
月
三
十
日
（
日
）

■
行
先
　
南
信
州

海
部
支
部
／
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

■
日
程
　
七
月
十
四
日
（
日
）

■
行
先
　
滋
賀
県

港
支
部
／
メ
ロ
ン
狩
り

■
日
程
　
七
月
二
十
一
日
（
日
）

■
行
先
　
伊
良
湖

海
部
支
部
／
木
工
教
室

■
日
程
　
六
月
二
日
（
日
）

■
会
場
　
正
則
小
学
校

岡
崎
支
部
／
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
と
魚
市
場

■
日
程
　
六
月
二
日
（
日
）

■
行
先
　
富
士
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク

天
白
支
部
主
婦
の
会
／
メ
ロ
ン
狩
り

■
日
程
　
六
月
四
日
（
火
）

■
行
先
　
愛
知
県
伊
良
湖

守
山
支
部
／
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

■
日
程
　
六
月
九
日
（
日
）

■
行
先
　
山
梨
県

南
支
部
主
婦
の
会
／
メ
ロ
ン
狩
り

■
日
程
　
六
月
十
三
日
（
木
）

■
行
先
　
伊
良
湖

旭
瀬
戸
支
部
／
プ
ロ
野
球
観
戦

■
日
程
　
七
月
二
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム

北
支
部
／
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
旅

■
日
程
　
七
月
二
十
八
日
（
日
）

■
行
先
　
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
他

中
川
熱
田
支
部
主
婦
の
会
／

お
楽
し
み
映
画
鑑
賞
と
お
食
事
会

■
日
時
　
六
月
二
十
日
（
木
）

　
集
合
　
午
前
九
時
三
十
分

■
会
場
　
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ス
ク

　
　
　
　
エ
ア
シ
ネ
マ
入
口

■
会
費
　
一
千
円

■
〆
切
　
六
月
十
日

■
備
考
　
胃
に
て
お
申
込
み
く

　
だ
さ
い
。
氏
名
・
℡
・
胃
を

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
　
中
橋

　
℡
０
５
２
―
３
６
２
―
３
９
２
３

　
胃
０
５
２
―
３
６
２
―
８
３
４
３

諌

間

還

閑

貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫

貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫

鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑

鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑

共済福祉部 ご案内

棟上包括傷害保棟上包括傷害保険険
これで万一の時も安これで万一の時も安心心

【デラックスコース】

【エコノミーコース】

棟上1回ごとの保険料保険金額補償の種類

20名までの場合15名までの場合10名までの場合2,000万円死亡・後遺障害保険金

65,000円

（1名3,250円）

48,750円

（1名3,250円）

32,500円

（1名3,250円）

10,000円入院保険金日額 

5,000円通院保険金日額

棟上1回ごとの保険料保険金額補償の種類

20名までの場合15名までの場合10名までの場合1,500万円死亡・後遺障害保険金

49,200円

（1名2,460円）

36,900円

（1名2,460円）

24,600円

（1名2,460円）

7,000円入院保険金日額

4,000円通院保険金日額

　棟上包括傷害保険は、棟上作業中に転落事故
などでケガをした場合に保険金をお支払いする
保険です。
　保険契約期間は７日間。期間内に発生した棟
上作業中の事故を補償します。

【棟上包括傷害保険メリット】
①棟上に参加される職人さんが棟上作業中、万
　一事故にあわれた時に、死亡から後遺障害・
　入院・通院まで幅広く補償します。
◎入院の場合…入院１日目から最高180日間。
◎通院の場合…通院１日目から最高90日間。
※入院・通院ともに補償期間は事故日から180
　日以内。ただし、入院・通院合算して180日
　が限度となります。

②入院保険金が支払われる場合に、所定の手術
　を受けた時は「手術保険金」をお支払いいた
　します。（入院日額の10倍・20倍・40倍）

③無記名方式なので、臨時に参加される職人さ
　んも、包括的に保険の対象となります。

④労災保険・生命保険など他の保険とは関係な
　く補償します。

　棟上包括傷害保険に加入ご希望の方は、棟上
日の７日前までに共済課／三好までご連絡くだ
さい。

し
付
け
く
だ
さ
い
。

　
「
一
斉
積
立
の
一
部
解
約
・
再

開
（
継
続
）・
停
止
依
頼
書
」

を
送
付
い
た
し
ま
す
。
十
二
万

円
に
達
し
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
引
き
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
一
斉
積
立
の
停
止
や
再
開
の

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllcccccccccccccccccccccooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

愛知青年部長となりまし

た佐々木隆司（ 38歳 ）

です。

　本部青年部幹事になり

早いもので７年に…そろ

そろおじさんの仲間入り

だなぁと思っていたら、

来月にはおじいちゃんに

なっちゃいます。（笑）

　仕事のスキルアップを望む方、趣味の仲間を探してる方、

子育てに悩んでいる新米パパ、新婚さん、婚活中の寂しがり

やさんは、今すぐ連絡ください！！ 

　ココ（全建愛知青年部）には、そんな仲間が集ってます。

　今後とも青年部の仲間と共に、全建愛知を盛り上げていき

ますのでよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　【佐々木隆司青年部長　記】

「新青年部長 挨「新青年部長　挨拶拶」」

40歳以下の組合員は全員青年部員です

　皆様、はじめましての方もそうでない方も

お疲れ様です。

　前部長の杉浦攻司に代わり、今期より全建

住
宅
デ
ー
予

住
宅
デ
ー
予
定定

中
村
支
部
壮
年
部
／

　
　
　
　
　
　
　
懇
親
会

■
日
時
　
六
月
二
十
二
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
七
時
～

■
〆
切
　
六
月
十
一
日

■
備
考
　
詳
細
は
、
新
壮
年
部

　
長
の
澤
木
ま
で
お
問
合
せ
く

　
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
　
澤
木
伸
次

　
℡
０
９
０
―
２
２
６
７
―
７
３
０
８

千
種
支
部
主
婦
の
会
／

　
日
間
賀
島
祇
園
祭
花
火
大
会

■
日
時
　
七
月
十
三
日
（
土
）

　
　
　
　
　
～
十
四
日
（
日
）

■
会
費
　
五
千
円

■
〆
切
　
定
員
満
了
次
第

■
備
考
　
詳
細
は
、
申
込
み
時

　
　
　
　
に
お
伝
え
し
ま
す

■
申
込
・
問
合
　
吉
田

℡
０
９
０
―
１
２
７
８
―
０
９
８
４

℡
０
５
２
―
７
３
１
―
１
４
０
６

胃
０
５
２
―
７
４
１
―
１
７
８
４

一
宮
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
　
　
　
　
飛
騨
高
山

■
日
程
　
七
月
二
十
一
日
（
日
）

■
行
先
　
高
山
ま
つ
り
の
森
と

　
　
　
　
飛
騨
牛
食
べ
放
題

■
会
費
　
三
千
円

■
定
員
　
先
着
四
十
名

■
〆
切
　
六
月
二
十
日

　
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す

■
申
込
・
問
合
　
山
﨑

　
胃
０
５
８
６
―
７
３
―
６
９
６
９

挙
・
健
康
診
断
の
も
れ
健
診
案

内
・
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
（
Ｄ
Ｍ

等
）
で
組
合
員
名
簿
を
活
用
し

ま
す
。
名
簿
に
つ
い
て
は
、
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
職
種

・
年
齢
等
を
表
記
開
示
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
、
組
合
員
の
諸
要
求
実

現
の
た
め
、
名
簿
を
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
名
簿
の
活
用
に
つ
い

て
停
止
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

手
軽
に
で
き
る
料
理

ア
サ
リ
入
り
汁
ビ
ー
フ
ン

もう１品
みんなが喜ぶ

　
「
一
斉
積
立
ぜ
ん
け
ん
あ
い

ち
」
の
積
立
金
額
は
、
月
々
二

千
円
。

　
組
合
費
等
と
合
わ
せ
て
毎
月

二
十
七
日
に
自
動
引
落
と
な

り
、
元
金
十
二
万
円
（
五
年
間

／
六
十
ヵ
月
）
に
達
し
た
時
に
、

自
己
判
断
に
よ
り
、
随
時
積
立

を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
積
立
停
止
後
の
再

開
及
び
十
二
万
円
超
過
分
の
引

き
出
し
に
つ
い
て
も
可
能
で
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
お
申

一
斉
積
立
引
落

ご案内

随
時
積
立
を
停
止
で
き
ま

随
時
積
立
を
停
止
で
き
ま
すす

　
個
人
情
報
に
関
す
る
法
律

が
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か

ら
全
面
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

り
個
人
情
報
に
一
定
の
制
限
が

さ
れ
ま
す
。

　
組
合
（
中
建
国
保
）
で
は
、

組
合
活
動
・
支
部
活
動
・
各
選

組
合
員
の
個
人
情
報
取
り
扱
い

諸
要
求
実
現
の
た
め

緑
支
部
主
婦
の
会
／
健
康
体
操

■
日
時
　
七
月
六
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～

■
会
場
　
徳
重
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

■
会
費
　
五
百
円

■
〆
切
　
六
月
十
日

■
申
込
・
問
合
　
杉
浦

　
℡
・
胃
０
５
６
２
―
９
７
―
３
２
４
０

　扶桑町議会で、５月

20日木造住宅耐震シ

ェルター補助事業を議

決。

　上限30万円まで。

　詳細は、7月号にて

掲載します。

　　　　

　　　【大島孝親　記】

尾北支部

住宅補助
運動

都
度
、
引
落
明
細
書
は
発
行
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
引
落
金
額
に

ご
注
意
の
上
、
毎
年
三
月
中
旬

に
送
ら
れ
る
、
自
動
引
落
の
お

知
ら
せ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
お
問
合
せ
は
、
経
理
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

定期総会で挨拶をする佐々木青年部長

 青年部長

佐々木　隆司
（金物取付）



2013年（平成25年）６月1日

◎
景
気
、
良
く
な
れ
！

　
今
年
の
Ｇ
Ｗ
は
、
家
で
じ
っ

と
し
て
い
ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
効
果
は
、
な
か
な
か
我
々

の
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
せ
ん
。
早

く
景
気
が
よ
く
な
れ
。

　
　
【
南
区
／
浅
野
清
三
さ
ん
】

※
明
る
い
兆
し
が
見
え
る
と
い
い
な
。

◎
風
邪
に
負
け
る
な
！

　
最
近
暑
く
な
っ
た
り
、
急
に

寒
く
な
っ
た
り
で
、
年
と
と
も

に
体
が
対
応
で
き
な
く
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
風
邪

な
ど
ひ
か
な
い
様
、
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　
【
豊
橋
市
／
村
松
敏
秀
さ
ん
】

※
体
調
崩
し
そ
う
に
な
り
ま
す
ね
。
気
を
付
け
な
け
れ
ば
。

◎
体
質
改
善
だ
ぁ
！

　
花
粉
症
の
辛
い
時
期
も
そ
ろ

そ
ろ
終
わ
り
に
な
っ
て
き
て
、

ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
体
質
改

善
を
志
し
て
…
と
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
を
毎
日
食
べ
て
み
た
り
な
ど

し
て
い
ま
す
が
。
な
か
な
か
…

で
す
。

　
　
【
岩
倉
市
／
溝
口
誠
さ
ん
】

※
地
道
に
体
の
中
か
ら
改
善
ガ
ン
バ
っ
て
。

◎
夏
野
菜
、
楽
し
み
！

　
八
十
八
夜
も
過
ぎ
た
の
で
、

夏
野
菜
の
植
え
付
け
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
毎
朝
、
野
菜
を

見
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

夏
の
暑
い
時
に
採
れ
た
て
の
野

菜
を
食
べ
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
で

が
ん
ば
り
ま
す
。

　
【
中
川
区
／
伊
藤
政
子
さ
ん
】

※
こ
れ
で
夏
バ
テ
な
ん
て
怖
く
な
い
で
す
ね
。

◎
癒
さ
れ
る
～
！

　
毎
日
の
決
ま
っ
た
コ
ー
ス
の

散
歩
道
で
～
す
。
桜
が
咲
い
た

後
は
、
新
緑
の
木
々
が
と
て
も

キ
レ
イ
で
す
。
森
林
浴
で
、
緑

の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
心
が
洗

わ
れ
ま
す
。
「
う
～
ん
、
癒
さ

れ
る
～
」

【
春
日
井
市
／
加
藤
澄
子
さ
ん
】

※
緑
に
囲
ま
れ
気
持
ち
い
い
で
よ
ね
～
。

◎
イ
テ
テ
～
！

　
ヨ
ガ
教
室
へ
通
い
始
め
ま
し

た
。
「
イ
テ
テ
」
普
段
使
わ
な

い
足
の
ス
ジ
を
し
ず
か
に
伸
ば

し
て
い
る
は
ず
が
。
先
生
は
「
無

理
の
な
い
様
に
息
を
吐
き
な
が

ら
フ
ー
ッ
」
と
。
こ
れ
は
、
随

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
二
十
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
「
バ
イ
ウ
」
を
訓
読
み
す
る
と

③
連
日
の
…
…
に
心
ま
で
し
め

　
っ
ぽ
く
な
り
ま
す

⑤
「
起
立
！
…
…
着
席
！
」

⑥
活
力
や
元
気

⑨
飛
び
出
る
ほ
ど
驚
く

⑩
国
民
栄
誉
賞
の
長
嶋
選
手
は

　
名
…
…
手
で
し
た

⑫
す
ず
り
で
、
水
を
た
め
る
た

　
め
の
へ
こ
ん
だ
と
こ
ろ

⑭
「
…
…
茂
兵
衛
」
は
「
好
色

　
五
人
女
」
の
第
三
話
で
す

⑮
鵜
飼
い
で
有
名
な
…
…
の
長

　
良
川

⑰
満
員
…
…
止
め
の
大
盛
況

【
編
集
後
記
】
Ｇ
Ｗ
の
長

い
休
み
も
終
わ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
休
み
が
編
集
時

期
と
重
な
り
、
短
時
間
の

編
集
作
業
で
ア
タ
フ
タ
。

し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

【
に
ん
じ
ん
】
Ｇ
Ｗ
楽
し

か
っ
た
。
普
段
、
接
す
る

こ
と
の
少
な
い
パ
パ
で
す

が
、
今
回
は
、
俊
介
・
優

希
・
さ
く
ら
と
長
い
時
間

一
緒
に
過
ご
せ
ま
し
た
。

明
日
へ
の
活
力
だ
。
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★

○さ 

分
体
が
硬
い
の
で
し
ょ
う
。
気

長
に
続
け
る
こ
と
に
し
ま
す
。

【
千
種
区
／
近
藤
小
夜
子
さ
ん
】

※
健
康
に
良
さ
そ
う
～
気
長
に
頑
張
っ
て
。

◎
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
開
始
！

　
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
な
る
も

の
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
ち
ょ

っ
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
見
て
み
よ

う
。
　
【
豊
橋
市
／
岡
田
秀
子
さ
ん
】

※
四
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
こ
れ
か
ら
も
頑
張
る
ぞ
！

　
今
年
は
、
創
業
三
十
五
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
感
謝
で
す
。
長
男
・
長
女

に
も
子
供
が
で
き
、
ま
だ
ま
だ

孫
が
増
え
そ
う
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
健
康
に
気
を
付
け
て
頑
張

っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

【
尾
張
旭
市
／
石
原
道
雄
さ
ん
】

※
お
疲
れ
様
で
す
。
こ
れ
か
れ
も
頑
張
っ
て
。

◎
自
分
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　
毎
日
、
忙
し
く
頑
張
り
ま
し

た
の
で
、
自
分
で
自
分
に
ご
ほ

う
び
と
思
い
、
以
前
か
ら
ほ
し

か
っ
た
服
を
買
い
ク
ロ
ー
ゼ
ッ

ト
に
掛
け
て
満
足
し
て
い
ま
す
。

【
み
よ
し
市
／
安
達
邦
子
さ
ん
】

※
自
分
を
ホ
メ
て
あ
げ
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

◎
江
ノ
電
に
乗
っ
た
よ
！

　
江
ノ
電
に
乗
り
た
い
と
い

う
、
五
歳
の
孫
と
青
春
き
っ
ぷ

を
使
っ
て
、
主
人
と
三
人
で
江

の
島
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
片

道
三
回
も
の
乗
り
換
え
で
し
た

が
、
電
車
が
大
好
き
な
孫
は
、

と
て
も
喜
ん
で
く
れ
て
楽
し
い

一
日
が
過
ご
せ
ま
し
た
。
孫
に

感
謝
で
す
。

　
【
豊
橋
市
／
石
田
好
野
さ
ん
】

※
車
窓
か
ら
見
え
る
サ
ー
フ
ァ
ー
が
想
像
で
き
ま
す
よ
。

◎
い
つ
か
は
日
本
代
表
！

　
息
子
が
サ
ッ
カ
ー
で
名
古
屋

経
済
大
学
で
優
勝
し
て
、
最
優

秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
【
犬
山
市
／
桑
原
京
子
さ
ん
】

※
楽
し
み
で
す
ね
。
活
躍
す
る
姿
を
早
く
見
た
い
で
す
。

◎
い
た
ず
ら
大
好
き
！

　
家
庭
内
い
た
ず
ら
が
流
行
っ

て
い
ま
す
。

　
【
美
浜
町
／
鳥
居
宏
美
さ
ん
】

※
楽
し
そ
う
～
。
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
で
す
ね
。

◎
お
し
ど
り
夫
婦
！

　
結
婚
記
念
日
に
主
人
と
二
人

で
泊
ま
り
が
け
の
旅
行
に
出
か

け
る
よ
う
に
な
っ
て
三
年
目
。

今
年
は
福
島
と
函
館
の
友
達
に

会
い
に
行
こ
う
と
計
画
中
。
い

つ
も
留
守
を
守
っ
て
く
れ
て
い

る
子
ど
も
に
感
謝
で
す
。

【
豊
橋
市
／
小
野
あ
つ
子
さ
ん
】

※
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
お
幸
せ
に
。

◎
マ
イ
ホ
ー
ム
買
っ
た
よ
！

　
念
願
の
家
を
金
利
の
安
い
、

今
、
買
い
ま
し
た
。
六
月
に
引

っ
越
し
予
定
で
す
。
荷
物
の
整

理
・
片
付
け
で
大
変
で
す
。

【
豊
橋
市
／
千
葉
悦
子
さ
ん
】

※
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
よ
う
こ
そ
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！

　
家
族
が
、
一
人
増
え
ま
し
た

よ
。
キ
ャ
バ
リ
ア
の
オ
ス
で
す
。

六
ヵ
月
で
シ
ョ
ッ
プ
で
売
れ
残

っ
て
い
た
。
目
が
合
い
、
買
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
ぐ
さ
が

何
と
も
、
可
愛
く
て
飽
き
な
い

で
す
。

【
豊
橋
市
／
森
寺
味
登
利
さ
ん
】

※
目
に
浮
か
び
ま
す
。
可
愛
が
っ
て
く
だ
さ
い
ネ
。

⑱
経
過
。
な
り
ゆ
き

影
大
変
だ
！
こ
こ
を
押
し
て
消

　
防
署
に
連
絡
を

①
こ
の
鳥
の
尾
の
イ
メ
ー
ジ
か

ら
礼
服
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た

②
婚
約
の
し
る
し
に
取
り
交
わ
す

③
六
甲
山
地
（
神
戸
市
）
に
あ
る
…
…
温
泉

④
「
右
手
」
の
古
い
言
い
か
た

⑤
鉄
道
の
線
路

⑦
実
際
に
は
役
に
立
た
な
い
練

　
習
。
…
…
の
上
の
水
練

⑧
ユ
ネ
ス
コ
が
決
め
ま
す
。
世
界
…
…

⑪
山
火
事
だ
！
…
…
に
山
を
か
け
お
り
た

⑬
七
月
に
…
…
議
員
選
挙
が
あ

　
る
予
定

⑭
本
能
寺
で
…
…
信
長
死
す

⑯
本
文
に
つ
け
た
し
て
書
く

⑰
び
く
と
も
し
な
い

⑲
反
対
、
あ
べ
こ
べ

⑳
二
つ
そ
ろ
っ
て
一
組
の
も
の

嬰
つ
り
道
具
の
一
つ

■
応
募
方
法
　

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

六
月
六
日
ま
で
に
組
合
の
教

宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
胃

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
シ
ン
リ
ョ
ク

■
当
選
者

　
平
田
翠
鈴
さ
ん
他
十
九
名

■
七
月
号
の
原
稿
締
切

　
六
月
六
日
（
木
）

【【
ヨ
コ
の
カ

ヨ
コ
の
カ
ギギ
】】

【【
タ
テ
の
カ

タ
テ
の
カ
ギギ
】】
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